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『新型コロナウイルス感染症ががん診療ならびに
連携に及ぼす影響』に関するアンケート調査

365施設から回答を頂戴しました

施設別
病院 74
診療所 226
在宅サービス 65

医療圏別
県南東部 226
県南西部 90
高梁・新見 20
津山・英田 14
真庭 15



Q 新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、がん患者の診療
もしくは連携において困っていることは何でしょうか？

●内視鏡などの検査がしにくい

20.8%

●抗がん剤治療がしにくい

1.4%



Q 新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、がん患者の診療
もしくは連携において困っていることは何でしょうか？

●手術などの侵襲的治療がしにくい

6.0%

●入院病床の余裕がない

4.1%



Q 新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、がん患者の診療
もしくは連携において困っていることは何でしょうか？

9.0%

●一人の患者に対する診療･ケア
に時間がかかり、十分な診療･ケ
アが行えない

●がん診療・介護に従事する医
療・介護スタッフが減少し手が
回らない

4.4%



Q 新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、がん患者の診療
もしくは連携において困っていることは何でしょうか？

●患者ならびに家族から診療･
ケアを拒否される

9.0%

●病院・診療所間や病院、診療
所から看護･介護事業所への紹
介･転院などの連携がしにく
い・時間がかかる

38.1%



病院

内視鏡などの検査がしにくい

診療所 在宅サービス

%

22.1%
35.1% 0%



件数を減らしている

%

18.6%25.7%

内視鏡などの検査がしにくい

病院 診療所 在宅サービス

0%



PCR陰性を確認してから実施している

%

0.9%4.1%

内視鏡などの検査がしにくい

病院 診療所 在宅サービス

0%



抗がん剤治療がしにくい

%

0.4%5.4%

病院 診療所 在宅サービス

0%



抗がん剤治療件数を減らしている

抗がん剤治療がしにくい

病院 診療所 在宅サービス

0%0%0%



外来化学療法を減らして入院で施行している

%

2.7%

抗がん剤治療がしにくい

病院 診療所 在宅サービス

0%0%



入院での抗がん剤治療を減らして外来で施行している

抗がん剤治療がしにくい

病院 診療所 在宅サービス

0%0%0%



手術などの侵襲的治療がしにくい

%

2.7%18.9% 3.1%

病院 診療所 在宅サービス



件数を減らしている

%

2.2%5.4%

手術などの侵襲的治療がしにくい

病院 診療所 在宅サービス

0%



PCR陰性を確認してから実施している

%

13.5%
1.5%

手術などの侵襲的治療がしにくい

病院 診療所 在宅サービス

0%



入院病床の余裕がない

%

2.2%8.1% 6.2%

病院 診療所 在宅サービス



一人の患者に対する診療･ケアに時間が
かかり、十分な診療･ケアが行えない

%

10.6%9.5% 3.1%

病院 診療所 在宅サービス



がん診療・介護に従事する医療・介護
スタッフが減少し手が回らない

%

2.7%9.5% 4.6%

病院 診療所 在宅サービス



患者ならびに家族から診療･ケアを拒否される

%
10.6%5.4% 7.7%

病院 診療所 在宅サービス



病院・診療所間や病院、診療所から看護･介護
事業所への紹介･転院などの連携がしにくい・
時間がかかる

%

42.5%37.8%

23.1%

病院 診療所 在宅サービス



内視鏡などの検査がしにくい

19.5% 23.3% 25.0%

県南東部 県南西部 高梁・新見

7.1% 33.3%

津山・英田 真庭



件数を減らしている

内視鏡などの検査がしにくい

県南東部 県南西部 高梁・新見

津山・英田 真庭

15.0% 20.0% 25.0%

0% 26.7%



PCR陰性を確認してから実施している

内視鏡などの検査がしにくい

県南東部 県南西部 高梁・新見

津山・英田 真庭

1.3% 2.2% 0%

0%0%



抗がん剤治療がしにくい

県南東部 県南西部 高梁・新見

津山・英田 真庭

0.9% 2.2% 5.0%

0% 0%



抗がん剤治療件数を減らしている

抗がん剤治療がしにくい

県南東部 県南西部 高梁・新見

津山・英田 真庭

0%

0%0%0%

0%



外来化学療法を減らして入院で施行している

抗がん剤治療がしにくい

県南東部 県南西部 高梁・新見

津山・英田 真庭

1.1% 5.0%

0%

0%

0%



入院での抗がん剤治療を減らして外来で施行している

抗がん剤治療がしにくい

県南東部 県南西部 高梁・新見

津山・英田 真庭

0%

0%0%0%

0%



手術などの侵襲的治療がしにくい

県南東部 県南西部 高梁・新見

津山・英田 真庭

5.8% 8.9%

6.7%0%

0%



件数を減らしている

手術などの侵襲的治療がしにくい

県南東部 県南西部 高梁・新見

津山・英田 真庭

2.7% 3.3%

0%

0%

0%



PCR陰性を確認してから実施している

手術などの侵襲的治療がしにくい

県南東部 県南西部 高梁・新見

津山・英田 真庭

1.8% 6.7%

6.7%0%

0%



入院病床の余裕がない

県南東部 県南西部 高梁・新見

津山・英田 真庭

2.7% 5.6% 10.0%

7.1% 6.7%



一人の患者に対する診療･ケアに時間が
かかり、十分な診療･ケアが行えない

県南東部 県南西部 高梁・新見

津山・英田 真庭

11.1% 6.7% 5.0%

6.7%0%



がん診療・介護に従事する医療・介護
スタッフが減少し手が回らない

県南東部 県南西部 高梁・新見

津山・英田 真庭

4.0% 4.4% 10.0%

6.7%0%



患者ならびに家族から診療･ケアを拒否される

県南東部 県南西部 高梁・新見

津山・英田 真庭

9.3% 10.0% 5.0%

0% 13.3%



病院・診療所間や病院、診療所から看護･介護事業所への
紹介･転院などの連携がしにくい・時間がかかる

県南東部 県南西部 高梁・新見

津山・英田 真庭

41.6% 31.1% 30.0%

28.6% 46.7%



Q  新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、がん患者の
診療もしくは連携において困っていることは何でしょうか？

・がん検診が減少している

・受診控えの為、自覚症状があっても来院せず、
半年たって来院した人がいた

・がん患者本人が、基幹病院（コロナ患者を受け
入れている）に行く事、受診する事をいやが
るようになってきた

受診のひかえ・検診の減少



Q  新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、がん患者の
診療もしくは連携において困っていることは何でしょうか？

病院の面会制限の影響

・入院患者の面会が難しいために患者・家族の精神的なスト
レスとなっている

・がん末期で入院した場合、家族が面会できないため入院を
ためらう

・入院すると面会などができないことから、治療をためらう
方がおられる

・終末期であっても、入院中に患者と家族が自由に面会でき
ないので、体調が悪くても無理して自宅で過ごされるケー
スが増えている印象があります



Q  新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、がん患者の
診療もしくは連携において困っていることは何でしょうか？

在宅治療・連携への影響

・がん終末期に病院で過ごしたいが家族にも会いたいため、入院継続を
あきらめ、急遽退院・在宅治療を選択し、あわてて在宅・かかりつけ
医・訪問看護等の段取りをした

・自宅療養を希望され、帰ってみたが、入院中に変化した患者本人の様子
が見えておらず、家族が受け入れきれていないケースがある

・状態が不安定な方まで在宅に戻られる事が増え、２４Hの在宅での高度
なケアが必要になり、十分な支援が行いにくい

・免疫力低下による不安からヘルパーの訪問を見合わせる方はいました

・患者宅での滞在時間を短くせざるをえません



Q 遷延するコロナ禍における今後のがん診療・連携において
要望・提案がございましたらご記入ください

・入院されている利用者の状況や今後の方針（退院など）について、わかる範囲で
ＳＷさんを通してケアマネージャー（介護保険）や支援相談員（障害者支援）
へスムーズに伝えて下さればありがたいです

・医療機関は感染対策をしっかりと行っていることをアピールし、症状がある場合
には医療機関を受診しやすくし、がんを早期発見できる啓発活動も必要ではな
いかと思います

・コロナ禍で進んできたオンラインを活用した連携の形も推奨・強化していける
ような体制整備を検討していく必要があるのではないか

・今まではがん患者が退院される時に、その方に関わる全ての事業所が病院に行っ
て会議をしなくてはいけなかったのですが、コロナの影響でＷｅｂ会議を行うこ
とがあり、とても助かりました

・〇〇科領域では化学療法が行える施設は県南に集中し、多少遠方であっても当院
へ通院化学療法を受けていただくしかないのが現状です。患者さんおよび家族
の移動への負担、感染のリスクなどを考えると地元の病院と連携を取って治療
が行えるようになりたいです


